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 光と闇は、肋ε肋伽eを構成する重要な要素であるだけでなく作品のテーマを支える重

要な意味も与えられている。光と闇は、それぞれ、善と悪を象徴的に示している；Nat｝

Bumppo，lshmael Bush，Paul HoverそしてObed Battiusは、それぞれ社会の発展段階と

その社会の工一トスを象徴的に示している。Duncan Unc砥Middletonが冊e肋加εの舞

台に登場するまでにアメリカは、急速な都市化と世俗化を経験している。Middletonは、

民主主義とキリスト教を通して世俗都市を再生させようと試みる。
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Abstmct

 The contrast between light and darkness constitutes both stmctural and thematic irames

oi肋e〃ω㎡e．Light symboiizes good whiie darkness symbo1izes eviL Natly Bumppo，Ish－

mael Bush，Paul Hover and Obed Battius symbolize stages of social deve1opment and the

ethos of socie蚊which they symbolize．America has undergone a rapid urbanization and

secularization beiore Duncan Uncas Middleton appea帽。n the stage of珊e片口切e．

Middletone triesto refom asecularc吋through democracyand Christiani蚊一

Key word8：』ames Fenimore Cooper，η肥〃口加ε，Dmcan Uncas Middieton，Christianity，

      democracy
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 」amesFenimoreCooperのme〃α地（ユ827）に描かれたDuncanUncasMiddletonは、物

語の第10章から登場している。第ユ0章から登場したMidd1etonを光と闇から構成された

肋e肋初eの舞台の中で捉え直してみると、Middletonは象徴的な意味を与えられた新し

い人間像として浮かび上がってくる。Middletonは、メシヤUncasとHard－Heaれの死と復

活を信じる信仰を通して救いを与えられた人物として描かれている。（1）しかし肋e〃。加e

におけるMiddletonの意味は、救いを得た人物であることに尽きてしまう訳ではない。

Midd1etonが第10章で登場するまでにNat｝Bumppo，lshmaelBush，Pau川。verそして

Obed Battiusが登場している。これら一群の登場人物たちの最後にMidd1etonが登場して

いるのである。Middletonが登場するまでの一群の登場人物たちを光と闇から構成された

肋ε肋加εの舞台の中で捉え直してみると、Duncan UncasMidd1etonのもう一つの面が

浮かび上がってくるように思えるのである。Middleton登場までの人物群を光と闇から構

成された肋e肋〃eの舞台の中で捉え直してみると、Middletonは救いを得た人物である

だけでなく象徴的な意味を与えられた新レい人間像として浮かび上がってくるように思え

るのである。そして作品を構成する舞台は、重要な意味を持ってくるように思えるのであ

る。

 光は、作品肋θ肋〃eの舞台を構成する重要な要素となっている。Cooperは、物語の

第ユ草と最終章の第34章で夜の闇が訪れる直前に燃えるように輝いている夕日を描いた。

このようにして、彼は肋e肋〃eの物語を光の枠組の中に置いているのである。しかし、

この作品で光が果たす役割は、作品を構成する要素として重要であるだけでない。それは、

作品のテーマを支える重要な意味をも与えられているのである。Cooperは、夕日に示さ

れる光が象徴的な意味を持っていることを示そうとしたのである。第ユ章でCooperは、

夕日の場面を次のように描いている。

  The sun had fa11en below the crest of the nearest wave of the Prairie，leaving the usual

  rich and glowing train on its track．In the centre of this flood of fiely light a human

  form appeared，drawn against the gi1ded background，as distinctly，and seemingly砥

  pa－pab1e，as though it would come within the grasp of any extended hand．The iigwe

  w譜。oiossal；the attitude musing and me1ancho1y，and the situation direct1y in the

  route oi the travelle肥．But embedded，as it was，in its setting of garish light，it was

  impossible to distinguish its just proportions or tme character．（ユ4－15）（2〕

Nat｝Bumppoは、小高い丘の上にたって燃えるように輝いている夕日を満身に浴びてい

る。この場面にやってきた1shmael Bushは、Natty Bumppoを照らし出している夕日の背

後に自然現象を超えた宗教的な意味を読み取ったのであろうか、一瞬、“supe帽titious awe”

（ユ5）に打たれ立ち止まってしまうのである。Cooperの作品における光の使い方に関心を

寄せているDona1dA．Ringeは、肋e肋〃eの冒頭の夕日の場面に注目して“thelight．．．

sumunds the trapper with a halo ol light，and，in effect，almost sanctiiies him．”と述べて

いる。（3〕冒頭の夕日は、宗教的な意味が込められているとRi㎎eは指摘しているのである。

 光に与えられた象徴的な意味は、最終章の第34章でさらに強調されている。死を目前に
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しているNattyBumppoが、Duncan UncasMiddleton，Pau川。ver，Pawnee族のHard－Heaれ

たちに囲まれて夕日を見つめている。Cooperは、その様子を次のように描いている。

  The trapper had remained near1y motion1ess ior an hour．His eyes，a1one，had

  occasionally opened and shut．When opened his gaze seemed fastened on the clouds

  which hung around the westem horizon，reHecting the bright colou肥and giving form

  and loveliness to the glorious tints of an American sunset．The houI」一the calm beauty

  of the season－the ogcasion au conspired to fi11 the spectators with solemn awe。（385）

夕日が放つ光は、ここでは、Nat蚊Bumppoをはじめとして夕日を見つめているものたち

の心に畏敬の念を呼び起こしている。そして、それから間もなく、Natty Bumppoは両側

を支えられながら立ち上がり、“with a fine mi1itaW elevation of the head，and with a voice

thatmightbeheardineveWpartofthatmmerousassembly”（385）と描かれているように

姿勢をただし大きな声で“Here！”（385）と応答している。夕日に示された光は、人間の全

身全霊を持って応答しなければならない神的な存在を象徴的に示しているのである。

 Cooperは、肋e丹。〃eの第1章と最終章で栄光に輝く夕日を描いた。そうすることに

よって、彼はこの作品を包む枠組みを作り上げた。しかも、作品を包む枠としての光は、

夕日が織り成す色彩的な美しさを強調するためではなく、明らかに神的な意味を帯びる象

徴性を与えられているのである。

 肋θ肋〃eの舞台を構成するもう一つの重要な要素は、闇なのである。Cooperは、物

語の冒頭の夕日の場面に続いて、すなわち第1章後半から第6章にかけて闇の場面を描い

た。闇は、光と同様に作品のテーマを支える重要な意味を与えられている。Cooperは、闇

に与えられている意味をSiouxes族を通して示している。“the lshmaelites of the American

deseれs”（40）と描かれているSiouxes族は、Natty Bumppoに“the miscreants！”（37）や“the

thieves”（38）と言われている。彼等は、倫理的に腐敗している連中なのである。Cooperは、

夜陰に紛れて獲物を求めて俳個しているSiouxes族を“Abandofbei㎎s，whoresembled

demons rather than men sporting in thei川ightly revels across the bleak plain”（37）と述べ

ている。Siouxes族は、人間という・より悪魔に似ているというのである。このような連中

を包み隠す闇は、悪の跳梁を許す象徴的な意味が与えられているのである。

 闇に与えられている意味は、Siouxes族の族長Mahtoreeを通して一層強調されている。

Cooperは、Mahtoreeを描くとき蛇のイメージをふんだんに用いている。たとえば、略奪

を企むMahtoreeがlshmael Bush一家のキャンプに忍び込む様子は、次のように描かれて

いる。

  The progress of Mahtoree was now slow，and to one less accustomed to such a

  species oi exercise，it would have proved painfuuy laborious．But the advance of the

  wily snake itseH is not more certain or noiseless，than was his approach．（50）

Mahtoreeは、ずる賢い蛇が音もたてず確実に獲物に近ずくよりも巧妙にlshmaelのキャ

ンプに忍び込むのだ。彼は、lshmael Bush」家の一人一人の顔を覗き込み寝静まってい

ることを確かめたうえで、キャンプの中を歩き回る。Cooperは、Mahtoreeの様子を“he
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sta1ked through the encampment，like the master of evil，seeking whom and what he

shouid ii帽t devote to iell purposes．”（53）と描いている。残忍な目的を遂げるための犠牲者

を探しているMahtoreeは、悪の化身なのである。Mahtoreeの暗躍を許す闇は、倫理的な

腐敗を隠し悪の跳梁する象徴的な意味を与えられているのである。

 Cooperは、まず初めに物語の舞台を設定した。彼は、象徴的な意味を帯びる光を物語

の枠組として設定している。神的な意味を与えられた光の枠組は、その中に倫理的な腐敗

を隠し悪の跳梁する恐ろしい闇を包み込んでしまうものなのである。このようにCooper

が肋ε肋伽εの冒頭で見せる光の舞台は、これから繰り広げられる事柄に関する問題の

中心が、光か闇に深いかかわりを持つ問題であることを予表しているのである。冒頭の光

の場面は、光が象徴的に表わすものを信じるか、それとも闇の世界にとどまるかという倫

理的な問題が、肋ε肋肋の中心課題であることを暗示しているのである。

 象徴的な意味を与えられた光と闇から構成されている腕肋切eの舞台に登場する人

物の中でまず重要なのは、Nat蚊Bumppoである。彼は、80歳をはるかに超えた罠師とし

て物語の第1章から登場する。Nat蚊Bumppoは、彼を猟師とみなすlshmael Bushに対し

て“凾盾浮≠窒?高奄唐狽≠汲?氏C什iend，inca11ingmeahunter；lamnothingbetterthanatrapper．”

（22）と言っている。彼は、肋e肋加eでは猟師ではなく罠師であることにこだわる。罠師

というNattyBumppoの職業は、彼の個人的な職業を表わしているだけではない。それは、

象徴的な意味をも与えられている。Nat｝Bumppoの罠師という職業は、社会の発展段階

の最初の段階である狩猟採取の社会を象徴的に示している。実際、Nさ岬Bumppoは、狩

猟の目的をlshmael Bushに“At my time o〔ife，iood and clothi㎎be ali that is needed，

and I have littie occasion for what you ca㎜plmder，unless it may be，now and then，to

b舳eHor a hom of powder or a bar of lead．”（22）と言っている。彼は、食べるためと着る

ために必要な獲物を摘れば十分だという。余分に捕ったとしても、それは火薬や弾丸など

の生活必需品と交換するためなのである。彼は、毛皮を多量に捕り売って儲けることを考

えていないのである。このようなNat｝Bumppoは、質素で倹約に徹した生活をしている。

Cooperは、Na岬Bumppoの服装や持ち物を“His dress was chiefly ofskins，wom with the

hair to the weather；a pouch and hom were suspended from his shoulde帽；and he

leaned on a rme of uncommon length，but which，1ike its owner exhibited the wear of1ong

and hard sewice．”（ユ6）と描写している。Nat1y Bumppoは、毛が擦り切れるまで服を着て

いるし、鉄砲も摩耗が激しい。彼は、余分なものを持たず持っているものほ最後まで使い

切るのである。Natty Bumppoの職業に象徴的に示された狩猟採取の社会は、質素で倹約

を旨とした自給自足の社会である。

 Na岬Bumppoに具現された狩猟採取の社会を支える工一トスは、彼の光と闇に対する

姿勢に示されてい乱すでに述べたようにNatty Bumppoは、第1章で象徴的な意味を与

えられた光を満身に浴びて登場しているし最終章の第34章で神的な意味を与えられた光に

“Here！”（385）と言って応答している。彼は、光の象徴性を理解し光あるうち光のなかを歩

く人物なのであ乱光の象徴性を理解しているNat蚊Bumppoは、闇の象徴性も理解して
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いる。実際、彼は、闇の中でPaul Hoverに“evi1is nigh”（36）と警告している。彼は、闇

が悪の跳梁を許すものであることを認識している。Na岬Bumppoは、光と闇の象徴性を

理解しているだけでない。彼は、神的な光について証しをする人物としても描かれている。

そのことは、Nat｝Bumppoの罠師という職業を通して示されている。Nat蚊Bumppoは、

Pau川。verに対して罠師の職業について次のように述べている。

  There i51ittle cau for handicrafts in this region．．．the art of taking the creatur’s of God，

  in traps and nets is one that needs more cunning than manhood；and yet am－

  brought to practice iいn my age！（31）

Natly Bumppoは、神の被造物を捕えるのには勇気より知識が必要だという。彼は、年を

重ねてきて初めて神の被造物を捕えられるようになったという。実際、肋e肋池のNat蚊

Bumppoは、メシヤUnc棚とHard－Heaれの死と復活について語る伝道者であるばかりで

なく聖餐式の執行者としても描かれている。（4）彼は、ChingachgookとUncasの係わりに

描かれた愛する独り子を犠牲にしてまで人間を忌より救い出たそうとする神の愛、Hard－

Heaれの復活にみられる死からでさえ生を造り出す神の豊かな創造力そして終末の接近に

ついて語り、荒野であった人々や老犬のHectorを聖餐式に招くのである。（5）彼は、神の

被造物として人間と自然が平等な存在であることを認めている。さらに彼は、人間が自然

に対して暖かい配慮を示す責務を負わされた存在であることも自覚している。メシヤ

UncasとHard－Heaれの死と復活の話を通して神的な光について証をするNa岬Bumppo

は、神や人間そして自然との交わりを深めるキリスト教信仰を支えとしているのである。

Nat蚊Bumppoに描かれた狩猟採取の社会は、キリスト教信仰を工一トスとしていた宗教

的な社会なのである。

 Natty Bumppoに続いて光と闇から構成されている肋e肋地の舞台に登場するのは、

lshmae1Bush一家である。彼等は、NattyBumppoと同様に物語の第1章から登場する。

Cooperは、Kentuc吋州から大草原地帯にやってきたlshmael Bush一家を次のように描い

て読者に紹介する。

  The vehides，loaded with household goods and imp1ements of husbandW，the iew

  stragghng sheep and catue that were herded in the rear，and the mgged appearance

  and careiess mien of the sturdy men who loitered at the sides oi the lingering teams，

  united to amomce a band of emigrants seeki㎎ior the副dorado of the West．（n）

lshmael Bush一家は、数台の馬車に家財道具と農業に必要な道具を積んでいる。そのう

え、彼等は、馬車の後ろに羊や牛を数頭引き連れている。彼等は、西部に広がる肥沃な土

地で農業や牧畜を営み生計をたてようとしている開拓者の一団なのである。このように描

かれたlshmael Bush一家の大草原地帯への到着は、Nat｝Bumppoに具現された狩猟採取

の社会に代わって農耕社会が大草原地帯に到来したことを象徴的に表わしている。Natty

Bumppoは、1shmael Bush一家の到着を“musing and melancholy”（15）な思いで見つめて

いる。彼は、開拓者の到来が自然の大規模な破壊を引き起こすことを危惧しているのであ

る。実際、1shmael Bush一家は、Natty Bumppoからキャンプにふさわしい場所を聞き出
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すと“theystrippedasmaubutsuitab1espotofitsburthenofforest，aseifectua11y，and

almost as promptIy，as if a whirlwind had passed alo㎎the place．”（19）と描写されている

ようにあっという間に辺りに生えていた木を切り倒してしまうのである。NattyBumppo

は、lshmael Bush一家がキャンプを撤収した跡の“the desolation of the scene”（83）を見

ながら次のように非難している。

  This is man－s wish，and pride，and waste，and sinfu1ness．He tames the beasts o－the

  iield，to ieed his idle wants，and having robbed the brL■tes of their naturaHood，he

  teaches them to strip the‘arth of its trees，to quiet their hunger．（83）

NattyBumppoは、自然破壊を人間の罪深い行為であると非難している。さらに彼は、

lshmael Bushのような開拓者が野獣を家畜化し野獣の食べ物を奪うと心配している。そ

ればかりか彼は、追い詰められた野獣が生きるために木々の皮や芽を食べ自然を破壊する

ように仕向けてしまうとも非難する。1shmaelBush一家に示された農耕社会は、人間に

よる自然の征服と大規模な改造をもたらし自然の生態系を乱し人間と自然や動物同士の対

立を作り出していく社会なのである。

 1shmael Bush一家に象徴的に示された農耕社会を支える工一トスは、lshmae1Bushの

光と闇に対する態度に示されている。lshmaelの光に対する姿勢は、二台目の馬車を通し

て描かれている。lshmae1の二台目の馬車だけは幌がかけられている。Cooperは、二台目

の馬車を“The second vehicle was covered with a top of cloth so tight1y drawn，砥to

concea1its contents，with the nicest care．”（13）と描写している。二台目の馬車だけは、中

身が見えないように細心の注意を払って幌がかけられている。1shmaelは、この幌馬車の

中にDuncan Uncas Midd1etonの新妻1nezを隠しているのであ糺彼は、lnezを身代金を

取る目的で誘拐したのだ。lshmae1がlnezを幌馬車に隠していることは、神的な光から自

分の倫理的腐敗を隠そうとすることなのである。神的な光から自分の倫理的腐敗を隠そう

とするlshmaelBushは、悪の跳梁を許す闇の側にいる人物なのである。このように描か

れたlshmaelは、Natty Bumppoの象徴性を理解できないのである。彼は、Natty Bumppo

をメシヤUnc砥とHard－Heaれの死と復活について語る伝道者にして聖餐式の執行者とし

て理解できないのである。そればかりか、ishmaelは、Nat蚊Bumppoに敵意を抱くよう

になる。1shmaelは、大草原地帯に着いた夜にSiouxes族に襲撃され家畜を奪われる。彼

は、Natly BumppoがSiouxes族の襲撃を手引きしたと疑うのである。実際、彼は、Natty

Bumppoに“Old man，you have brought this tribe of red devi1s upon us，and tomorrow you

will be shari㎎the booty．”（60）と言っている。lshmaelのNatty Bumppoに対する不信感を

あからさまな敵意に変えていくのは、ishmaelの義弟AbiramWhiteである。Abiramが

Natty Bumppoを“our moれal enemy”（134）と呼ぶのを聞いてその直後に長男地aの死体

を発見すると、lshmaelはNatty BumppoをAsa殺しの犯人と思い込み彼に激しい敵意を

抱き続ける。Nat｝Bumppoに敵意を露にするlshmaelは、NattyBumppoの語るメシヤ

UncasとHard－Hea血の死と復活の話に耳を傾けようとしないのである。ましてやlshmael

は、NattyBumppoの執り行う荒野での聖餐式に加わることもない。彼は、最後まで悪の
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跳梁する闇の世界に留まっている一shmae1は、魂の再生を経験しない反キリスト教的な

男なのである。（6〕lshmaelBush一家に示された農耕社会を支える工一トスは、キリスト教

信仰に敵対的なのである。

 1shmaei Bush一家の後に光と闇から構成されている肋ε肋〃eの舞台に登場するのは、

Paul Hoverである。彼は、物語の第3章から登場する。Paulは、“the bee－hunter”（35）と

して描かれてい乱彼は、蜂蜜採取業者なのである。彼は、自分の仕事について“l keep

to my ca11ing≡which pays me better，than all the fur l could se11on the other side of the

big river．”（32）とNat｝Bumppoに言っている。蜂蜜採取業は、猟師や罠師として毛皮を

とって売るよりもはるかにお金になる商売なのである。Natty BumppoもPau1の商売が分

かると、“A bee－hunter！．．．It pays well in the skirts of the setuements，but I should ca皿it

doubtiul trade in the more open districts．”（32）と言う。Nat敏Bumppoは、蜂蜜採取業は開

拓地の近くでは金になるが樹木の無い大草原地帯では儲かるかどうか分からない商売だと

言う。NattyBumppoの疑いに対してPaulは、“Youthinkatreeiswanti㎎foraswamto

sett1e in！But I know di肘erently；and so I have stretched out a few hmdred miles farther

west，thancomm㎝．totasteyourhoney．”（33）と答えてい乱彼は、常識的に考えて不可

能と思えるようなところにビジネスチャンスを見つけようとする企業家精神の旺盛な人物

なのである。どんなに困難なところにも金儲けの機会を見つけようとするPau1Hoverが

大草原地帯に登場したことは、農耕社会に代わって商業資本主義の社会が現われたことを

意味している。Paulに具現された商業資本主義の社会の特徴は、第9章のPaulとNatty

Bumppoの対話を通して具体的に示されている。この章でNatty Bumppoは、荒野での食

事と文明社会での食事の違いを説明しながらPaulに野牛の肉を切り分け食べさせている。

ところがPau1は、Nat蚊Bumppoの説明に耳を傾けるところか“l tell you，trapper．．．that，

eveW day whiie we are in this place，and they are likely to be many，l will shoot a bu肘aloe

andyoushallcookhishump！”（97）と言う。彼は、毎日」頭づつ野牛を殺してうまい肉を

食べたいと言う。それを聞いたNat蚊Bumppoが“l ca㎜ot say that l will be a witness and

a he1per to the waste of kming one daily．”（97）と言ってPaulを諌めると、Paulは“The

devi1a bit oiw砥te sha11there be，o1d man．”（97）と言い返す。彼は、野牛が無数にいるの

で少々の浪費をして何が悪いと開き直っている。Pau川。verに象徴的に示された商業資

本主義の社会は、自然の大量破壊と大量消費をもたらす社会なのである。（7）

 Paul Hoverが体現する商業資本主義の社会を支える工一トスは、彼の光と闇に対する

姿勢に示されている。Paulは、日中、1shmae1Bush一家のものたちに見つからないよう

に大草原に点在する茂みに身を隠し夜になると茂みから出てE11enWadeと逢引する。

Cooperは、夜毎逢引するPau1について“He had hovered around the movi㎎fami1ydu卜

ing the tedious period of their weaIy march，concealing himself by day，and seeking

intewiews with his betrothed，as opponunites oHered．．、”（190）と述べてい孔彼は、逢引す

るため日中の強い光を避け夜の闇を物理的な隠れ蓑として利用している。象徴的な光を避

け夜中出歩くPaulは、闇の象徴性を理解していない。彼は、倫理的な腐敗を隠し悪の跳

一147一



大阪女学院短期大学紀要第31号（200ユ）

架する闇の側にいる人物なのである。光と闇の象徴性を理解できない彼は、Natty Bumppo

をメシヤUncasとHard－Hea血の死と復活について語る伝道者にして聖餐式の司式者とし

て理解できないのである。彼は、Natly Bumppoを老罠師でおいしい肉料理を提供する料

理人とみなしている。彼は、金儲けには大いに関心を払うけれど自分の魂の救済には全く

関心を示さない経済的な成功を夢見ている世俗的な若者なのである。｛畠）Om Overlandは、

Paulの職業に注目してPau1を“a forerunner of civilization”と言う。（9）Wi11iam P．Kelly

は、Paulを社会進化の一段階を表わすものと捉え“between the primitive order of the Bush

fami1y and the refinement oi Duncan Middlet㎝”と位置づけている。（10〕しかし彼等は、

Paulがキリスト教信仰に全く無関心な世俗的な若者として描かれていることに気がつい

ていない。Pau1Hoverに具現された商業資本主義の社会を支える工一トスは、利潤の追

求を目的にした経済合理主義を重視するけれどもキリスト教信仰に無関心になってきてい

るのである。

 Paul Hoverの次に光と闇から構成されている肋e肋肋eの舞台に登場するのは、Obed

Battiusである。彼は、第6章から登場する。Obedは、“a graduate of lwo unive帽ities”

（123）と言われている。彼は、二つの大学を卒業しているのである。さらに彼は、“fellow

of several ci舳uantic1eamed societies”（67）と述べられた学会に所属し“M．D．”（67）の学位

を授与されている博物学者なのである。彼は、博物学にいまだ分類されていない新種の動

植物や鉱物を発見し博物学の発展に貢献しそれを通して人類を知的に向上させようとして

いる。実際、彼は、学問研究に命をかけている自分の思いを“a11my㏄pirationsaiter

know1edge，as l humbly believe，are，ii㎎t，for the advancement of leaming，and secondly，

forthebeneiitofmyie11ow－creatures．”（104）と表明している。学問や教育に命をかける

Obed Battiusの大草原地帯への登場は、農業や商業などの経済的な発展に支えられて学術

 文化が華ひらく社会がアメリカに到来したことを物語っている。学術・文化の発展した

社会の特徴は、第14章のishmael Bushの砦の場面を通して示されている。この場面でObed

は、E11enやlshmaelの娘たちに知的レベルの高い講義をし彼等の知的レベルを向上させ

ようとする。彼は、EHenに“Acompactumwhichisenteredinto，throughignOranceOrin

duress，isnullinthesightofallgoodmoralists”（150）と言って道徳哲学者たちの契約に関

する見解を披露する。さらに彼は、“by Payley，Berkeley，ay even by the immo血a1Binkeト

schoef”（ユ51）と当時の著名な学者たちの名前を引き合いに出して契約に関する知識を伝授

する。そのうえ彼は、lshmaelの娘Hettyの弾覚神経やPhoebeの歯痛を直したことに訴

え医学が苦痛を軽減することを教授する。博覧強記のObedは、博物学や医学だけでなく

法律学や道徳哲学の矢目識を総動員してEllenやlshmaelの娘たちの知的レベルを高めよう

とする。Obed Battiusに描かれた学術・文化の発展した社会は、学問諸分野に関する知識

が必要とされる知識社会なのである。

 Obed Battiusに象徴的に示された知識社会を支える工一トスは、彼の光と闇に対する姿

勢に示されている。光と闇に対するObed姿勢は、Ellenとの対話を通して示されている。

0bedは、夜に出歩く理由をEllenに次のように説明している。
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  l am ab了。ad at night，my good girl，because the earth in its diumal revolutions，leaves

  the1ight of sun，but half the time on any given meridian．and because what l have to

  do，cannot be periormed in twelve or fifteen consecutive hou帽．（68）

Obedは、地球の自転が昼と夜の交代の原因であるという。しかも博物学者としての彼の

仕事は、昼だけして夜になったからといってやめる訳にいかないから夜も出歩くのだと言

う。Obedは、光と闇の交代を自然科学的現象として合理的に明快に説明している。彼は、

光と闇に与えられている象徴性を理解できないのである。光の象徴性を理解しないで夜中

出歩くObedは、倫理的な腐敗を隠し悪の跳梁する闇の側にいる人物なのである。このよ

うな彼は、Na町BumppoをメシヤUnc砥とHard－Heaれの死と復活について語る伝道者に

して聖餐式の司式者として理解できないのである。Obedは、Natty Bumppoを通して語

られるキリスト教信仰を受け入れないのである。そればかりかObedは、人間は知識を得

て神にすらなれると豪語する。実際、彼は、Natty Bumppoに次のように言う。

  Man may be degraded to the veW margin of the iine which separates him from the

  brute，by ignorance；or he may be elevated to a communion with the Great Master

  Spirit of All by knowledge－nay，I know not，il time and opportunity were given him，

  but he might become the Master oi alUeaming，and consequently equa1to the great

  moving principle．（180）

Obedは、無知は人間を動物のレベルに堕落させるが、逆に知識は人間をあらゆる知識の

源である神に近づけると主張する。彼は、人間に与えられている理性の力によって神にす

らなれると大胆に言うのである。さらに彼は、学問の発展とその成果である教育が普及す

れば人間の中にある悪を取り除けるという。実際、彼は、“ifsdencecou1dbefairlybrought

to bear on a whole species，at once，ior instance，education might eradicate the evil

principle．”（240）と語る。彼は、人間に与えられている理性を絶対視しているのである。（11）

Obed Battiusに具現された知識社会を支える工一トスは、人間を神にする自己絶対化の精

神なのである。

・Na町Bumppoは、狩猟採取の社会からObed Battiusに示された学術・文化が発達した

知識社会までの社会の発展過程を経験してきたのである。彼は、80歳を超える老罠師とし

て描かれていた。彼のわずか数十年の人生の中でアメーリカが狩猟採取の社会から高度に発

展した知識社会へと変貌する様子をNatty Bumppoは体験してきたのである。彼は、アメ

リカ社会の変貌ぶりを次のように語っている。

  What this world oi America is coming to，and where the machinations and inventions

  of its people are to have an end，the Lord，he only knows，l have seen in my day，the

  chiei，who in his time，had beheld the．fi制。hristian that plac’d his wicked foot in the

  regions oI York！How much h槌the beauly oi the wildemess been deformed in two

  short lives！My own eyes were li鵬t opened on the shores of the Eastem sea，and well

  do1remember that l tried the virtues of the ii耐rifle l ever bore，a肚er such a march，

  rrom the door of my father to the forest，as a strip1ing could make between sun and
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  sun，and that without o肘ence to the righ携，or preiudices，of any man who set himself

  up to be the owner oi the beasts of the lields．Natur1then lay in its gloW along the

  whole coast，giving a narrow stripe between the woods and the ocean to the

  greediness ol the settle困．And where am I now！Had I the wings of an eagie，they

  would tire beiore a tenth of the distance，which separates me什。m that sea，could be

  passed；and towns，and v洲ages，iarms and high ways，churches，and school，in short

  au inventions and deviltries oi man spread across the regionリhave known the time

  when a iew red－skins shouting along the borde鵬，could set the Provinces in a fever，

  and men were to be aTmed，and troops were to be called to aid from a distant land，

  and praye帽were said，and the women肺ghted，and few slept in quiet，because the

  Iroquois was on the war path，the accursed Mingo had the tomahawk in hand－How is

  it now．The countW sends out her ships to ioreign1ands to wage their batt1es，cannon

  are plentier than riHe used to be，and trained soldie旧are never wanting in tens of

  thousands，when need calls for their sewice．Such is the di肘erence atween a Province

  and a State，my men≡and I，miserable and wom out as l seem，have live’d to see it

  alu （250－251）

Nat｝Bumppoは、植民地時代のアメリカは大自然の懐に抱かれていたという。その頃は、

アメリカの大西洋岸からアパラチア山脈までの狭い範囲が開拓されていただけであった。

当時、鉄砲を担いで家を出るとすぐに狩りができたのである。独立して合衆国になったア

メリカは、Louisiana購入で領土的にも拡大した。その拡大した領土に町や村、農場や道

路、教会や学校が作られているという。そのために自然の美しさが損なわれて狩りをする

ために大西洋岸からMississippi川を超えて大草原地帯まで足を延ばさなければならなく

なったと彼は嘆いている。そのうえアメリカは、軍隊を持ち戦争のため海軍を海外に派遣

するまで強力になったという。植民地時代の自然の懐に抱かれていた狩猟採取の社会から

学術・文化が華ひらく知識社会への変化は、長い年月をかけて徐々に起きたものではな

い。アメリカ社会の変化は、Nat蚊Bumppoの生涯の間に急速に起きた現象なのである。

Nat蚊Bumppoは、アメリカ社会の急速な都市化を経験してきたのである。

 都市化した社会の特徴は、lshmae1BushとNat蚊Bumppoの対話を通して具体的に描か

れている。lshmaelは、一つの町や郡ができるくらいの広い土地を持っているものもいれ

ば、骨を埋めるだけの土地さえ持たないものもいるという。彼は、豊かさの陰で人々の間

の経済的な格差が拡大していることを言っているのだ。実際、ishmae1は、Natly Bumppo

に次のように不満をぶちまけている。

  I am as right量ul an owner of the land l stand on，as any govemor in the States！Can

  you teu me，stranger，where the1aw or the reason，is to found，which says that one

  man shau have a section，or a town，or perhaps a counly，to his use，and another

  have to beg toピa吋h to make his grave in．This is not natur and－deny that it is law

  That is，your lega11aw．（61）
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lshmaelは、貧富の差が拡大していると不満を述べている。彼は、貧しい開拓農民なので

ある。1shmaelがkentucky州で他人の土地を不法に占拠し彼等を追い立てようとした“the

sherifFs deputy”（58）を射殺したのも貧しさと深く係わっている。lshmaelの妻Estherは、

保安官射殺について“Poverty and1abor bore hard upon him especially as comty o舳。e帽

were getting tmblesome，and in a weak moment he did the wicked act．”（344）と弁護して

いる。彼女は、貧困と農業労働の厳しさがこたえてlshmaelが犯罪を犯してしまったと弁

解している。経済的に豊かになった社会の中で貧困が犯罪を生む温床になっているのであ

る。都市化したアメリカ社会は、豊かさの陰で経済的格差が拡大し貧困が犯罪を生む暗く

不安定な側面をも抱えて・いる社会なのであ乱

 都市化したアメリカ社会の特徴は、1shmael Bushの服装や持ち物を通してさらに強調

されている。Cooperは、第1章で登場した1shmaelの服装を次のように描写している。

  The dress of this individual was a mixture of the coa肥est vestments oi a husbandman，

  with the leathem gamen㎏，that fashion as weH as use had in some degree rendered

  necessary to one engaged in his present pu帽uits－There was，however，a singular and

  wild display of prodigal and i11－iudged omaments blended with his motley attire．In

  place of the usual deeトskin belt，he wore around his body a tamished silken sash of

  the most gaudy colours；the buck－hom haft of his knife was proiuse1y decorated with

  plates of silver；the marten’s fur of his cap was oi a fineness and shadowing that a

  queen might covet；the buttons of his rude and soiled blanket－coat were of the

  g1ittering coinage oi Mexico；the stock ol his riHe was of beautiful mahogany，riveted

  and banded with the same precious metal，and the trinkets of no less than three

  worthless watches dangled lrom diHerent parts of his pe帽。n．ln addition to the pack

  and the rime which were slung at his back，together with the we旧i11ed，and care仙1y

  guarded pouch and hom，he had care1essly cast a keen and bright wood－axe across

  his shou1der，sustaining the weight of the whole with as much apparent e挑e砥肘he

  moved，unfettered in limb，and free耐。m incumbrance．（12）

lshmaelBushは、貧しい開拓農民の割には趣味の悪い贅沢な飾りを身に着けている。彼

は、ベルトの代わりに派手な色の絹の帯を締めている。ナイフのにぎりは銀細工がほどこ

され、テンの毛皮製の帽子は女王でもほしがりそうな出来具合である。上着のボタンはメ

キシコ製で、鉄砲の銃床は高価なマホガニー材で仕上げられ、三個程の時計を上着につけ

ている。彼は、開拓農民にとって不必要と思えるような高価な輸入品や贅沢晶を身に着け

ているのである。lshmael Bushの服装や持ち物は、Nat｝Bumppoの服装や持ち物と明ら

かに対比されている。Natty Bumppoは、毛皮の毛が擦り切れるまで着ているし鉄砲とて

摩耗が激しくなるまで使っている。彼は、罠師としての生活に必要なものだけを持ち最後

まで使い切るのである。NatけBumppoは、質素で倹約に徹した生き方をしている。Nat蚊

Bumppoと比べるとlshmae1は、開拓農民にとって不必要と思える品々を持っている。高

価な物を身につけているlshmaelの姿は、貧しい開拓農民でさえ消費社会の影響を受けて
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いることを物語っている。1shmaelが義弟のAbiram Whiteに唆されてlnezを誘拐したの

は、彼がより多くの消費財を手に入れるため金を必要としたからであると思えるのであ

る。1shmaelBushの服装や持ち物は、商業資本主義の発達がもたらした豊かな消費生活

が社会の各階層にまで浸透していることを示している。Wayne Fie1dsは、lshmaei Bush

の服装について次のように述べている。

  lshmae1’s dress would be the enW of pirate or gypse，nobleman or savage，asseれing

  his independence什。m aH social hierarchies by mixing dee帽kin and buckhom with

  maれen iw and mahogany．（12〕

Fieldsは、lshmaelの服装があらゆる社会階層からlshmaelが独立している姿を表わして

いると述べている。しかしlshmaelの服装があらゆる社会階層の影響を免れていると解釈

するよりは、むしろ1shmaelが消費社会にからめとられていると解釈するべきであろう。

消費社会は、lshmaelのような貧しい開拓農民をも巻き込んでいるのである。都市化した

アメリカ社会は、輸入品や贅沢品があふれる消費社会であると同時に犯罪が起きる危険な

社会でもある。

 Natty Bumppoの体験したアメリカの急速な都市化は、自然環境を激変させ消費社会を

作り出してきたただけではない。アメリカの急速な都市化は、社会的な発展段階のそれぞ

れを支えていた工一トスをも変化させてきたのである。Natty Bumppoに象徴的に示され

た狩猟採取の社会では、メシヤUnc㏄とHard－He舳の死と復活を信じる信仰とメシヤの

臨在を象徴的に示す聖餐式がしっかりと守られていた。狩猟採取の社会は、キリスト教信

仰を中核にした宗教的な社会なのである。狩猟採取の社会では神と人問そして自然が暖か

い交わりを持っていたのである。狩猟採取の社会に代わって出現した農耕社会の工一トス

は、lshmael Bush一家の光と闇に対する姿勢に示されていた。lshmaelは、象徴的な意味

を与えられた光から自分の倫理的腐敗を隠そうとしていた。このようなlshmae1は、メシ

ヤUnc砥とHard－Heartの死と復活を語る伝道者にして聖餐式の執行者であるNat蚊

Bumppoに敵意を抱いていた。lshmael Bush一家に具現された農耕社会の工一トスは、反

キリスト教的なのである。次に現われたPaul Hoverに象徴的に示された商業資本主義の

社会の工一トスは、Paulの光と闇に対する姿勢に示されていた。光の象徴性を理解でき

ないPau1は・闇の側に属しているのであ乱このような彼は、Nat｝Bumppoの象徴性を

理解できなかった。利潤の追及を目的にしているPaulは、キリスト教や個人の魂の救済

に無関心であった。彼に代表される商業資本主義の社会を支える工一トスは、キリスト教

信仰に無関心になってきているのである。Obed Battiusに象徴的に示された学術・文化が

発達した知識社会を支える工一トスは、Obedと光と闇の係わりに示されていた。光を自

然科学的現象とみなすObedは、悪の跳梁する闇の側にいる人物なのである。Obedも

Natty Bumppoの象徴性を理解できなかった。そればかりか彼は、理性を与えられている

人間が知識を得て神になりえると主張していた。Obed Battiusに象徴的に示された知識社

会を支える工一トスは、人間を神にする自己絶対化の精神である。狩猟採取の社会から高

度な知識社会への変化は、キリスト教信仰から徐々に離れていく過程でもある。Natly
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Bumppoの体験したアメリカの急速な都市化は、宗教離れをともなった世俗化の過程でも

ある。

 世俗化した社会の特徴は、Ellen Wadeを通して具体的に示されている。Ellenは、Natly

Bumppoに“Father！．．．lhavenofather！川adnearlysaid nofriend．”（27）と告白している。

彼女は、天涯孤独の身なのである。lshmael Bush一家は、孤児のEllenを引き取り貧しい

ながらも“a mo帽el of venis㎝”（173）を与え育ててきたのである。倫理的に腐敗堕落し粗

野なlshmael Bush一家ではあるが、この」家には孤児の馴enを引き取り育てる人間的な

優しさは残されている。彼等と比べると経済的に豊かになった人々は、E11enの様な社会

的弱者に無関心なのである。Ellenは、lshmael Bush一家との別れ際に次のように言う。

  You took me a iatherless，impoverished，and friendless o岬han．一一when othe旧，who live

  in what may be ca㎜ed aifluence compared to your state，chose to forget me，and may

  heaven in its goodness bless you ior itl The1ittle I have done，wi11 never pay you for

  that one act of kindness．l like not your manner o川fe；it is di竹erent from the ways of

  my childhood and it is different from my wishes，stu1，had you not led this sweet and

  uno肘ending Iady from her iriends，1should never have quitted you，until you you帽elf

  had said，‘go，and the blessing oi God go with you’！”（349－350）

E11enは、貧しいながらも育ててくれた1shmaelに感謝している。同時に彼女は、豊かな

人々が社会的弱者に冷淡であると非難している。Ellenの言葉は、都市化し世俗化した社

会に対する痛烈な批判なのである。物質的に豊かになったけれどもキリスト教信仰に関心

を持たなくなった都市社会は、相互扶助の精神を失ってきているのである。世俗化した社

会は、人間関係が希薄になっている社会なのである。

 世俗化した社会の特徴は、Pau川。verを通してさらに強調されている。蜂蜜採取業者

のPaulは、Ellenと結婚するつもりでlshmael Bush一家にまとわりついている。彼は、

E11enの孤児として境遇に個人的には同情している。しかしNat蚊Bumppoの象徴性を理

解できないPau1は、Ellenに与えられている象徴的な意味を理解できないのである。彼は、

E11enを都市化し世俗化した社会の中で無視されている社会的弱者を象徴する代表として

理解できないのである。彼は、Ellenとの結婚を社会的弱者の救済というよりは彼の個人

的な幸福を実現することとみなしている。実際、彼は、Ellenとの結婚の夢をMiddleton

につい口を滑らせて次のように言う。

  l should be the happiest fellow，betweeen Kentuck and the Roc吋Mountains，iH had

  a snug cabin，near some old wood that was filled with houow trees，just such a hump

  evely day as that for dinner；a load o“resh straw for hives，and little El一（109）

Pau1は、蜂蜜採取業を営み経済的に成功しこじんまりとした家を建てEllenの手料理を味

わえれば最高に幸せだという。彼は、経済的成功と家庭の幸福を夢に見ているのである。

キリスト教信仰に無関心な若者Pau1は、世俗的な成功と幸福を求めている。世俗化した

社会は、神の正義に基づいた社会正義の実現を目指すよりは個人の願望充足だけを求める

社会なのである。
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 Nat｝Bumppoの経験したアメリカ社会の変化は、都市化と世俗化をともなっていた。

急激な都市化は、経済的な豊かさをもたらし巷には高価な輸入品や贅沢品があふれるよう

になってきた。同時に貧富の差が拡大しそれが犯罪を引き起こす要因にもなっていた。都

市化は、世俗化をもともなっている。人々は、キリスト教信仰に関心を払わなくなってき

た。その結果、人間関係が希薄になり人々は個人の願望充足だけを求めるようになってき

た。Nat蚊Bumppoは、都市化と世俗化の進行するアメリカ社会の暗濃たる将来について

次のように言う。

  一一and it wi11not be long afore an accu鵬ed band of choppe帽and logge帽will be

  iollowing on their heels to humble the wi1demess which lies so broad and rich on the

  westem banks of the Mississippi，and then the land will be a peopled desert from the

  shores of the Maine sea to the foot of the Roc吋Mountains，m’d with am the

  abominations and craft of man and stript oHhe comfoれand love1iness it received

  irom the hand o“he Lord！（ユ87一ユ88）

Natty Bumppoは、アメリカ社会を砂漠にたとえている。アメリカ社会は、人がたくさん

いたとしても人間同士の間に何のつながりもなく生命を枯渇させていく砂漠のような社会

になるだろうとNat｝Bumppoは言う。都市化と世俗化の進行は、アメリカ社会そのもの

を解体させてしまいかねない不吉な可能一性をはらんでいるのである。こうしてCooperは、

Duncan Unc砥Midd1etonが登場する社会の有様を浮かび上がらせてきたのである。Dm－

can Uncas Middletonは、都市化と世俗化によって生命力を失いつつある社会に登場する

のである。Duncan Uncas Middletonの登場は、砂漠と化しつつある都市社会を再生させ

る使命を帯びていることが暗示されているのであ乱

 Duncan Uncas Middletonが物語の第10章で光と闇から構成されている肋θ肋肋の舞

台に登場する。彼は、急速な都市化と世俗化をともなった社会に登場するのである。世俗

都市へのMiddietonの登場は、都市社会を再生させることを目指している。Middletonは、

都市社会を再生させる手段として民主主義を用いるのである。彼が民主主義の担い手であ

ることは、Middletonに与えられている任命書に示されている一。Middletonの差し出した

任命書を見たObedは、“What have we here！1．．Why，this is the sign manual of the

Phi1osopher」effe帽。n！The sea1of State！Counte帽igned，by the Minister oi War！Why this is

acommission，creati㎎DuncanUncasMiddletonaCaptainofArtille収、”（u1）と言ってい

る。Middletonは、第3代大統領』eHersonによってアメリカ合衆国陸軍の砲兵大尉に任命

されているのである。」e肘erSonは、「独立宣言書」で「われわれは、自明の真理として、

すべての人は平等に造られ、造物主によって、一定の奪いがたい天賦の権利を付与され、

そのなかには生命、自由および幸福の追及の含まれることを信じる。」とうたいあげてい

た。｛’3〕』eHe帽。nは、アメリカの民主主義の基礎を築いたといわれている。Jeffe帽。n大統

領に砲兵大尉に任命されたMiddietonは、対外的にはアメリカ合衆国を外敵の侵略から守

ることであり、国内的には民主主義を推進することを任務としている。こうしてMiddleton

は、民主主義の推進を通して世俗都市を再生させようとするのである。
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 Middletonを担い手とした民主主義の特徴は、第31章のMiddletonとlshmae1Bushの対

話を通して示されている。物語の第31章は、裁判の場面である。lshmaelは、Middleton

たちを前に復讐法に従って彼等を裁こうとする。Middlet㎝は、lnezを誘拐し身代金をと

ろうとしたlshmaelが復讐法を用いて裁こうとすることを不合理と考え、次のように抗議

する。

  lf the evi1doeコ．is to be punished，and he that has oHended none to be le血to go at

  large，you must change situations with me，and become a prisoner instead of a』udge一

  （343）

Middletonは、1nezを誘拐したlshmaelでなく自分こそがlshmaelを裁く立場にあるとい

う。Middletonの抗議に耳を傾けようとしない1shmaelは、なおも復讐法一を利用して

Middletonに次のように言う。

  As to ou帽e1ves，young Captain，there has been wrong on both sides－If I have bome

  hard upon your ieelings，in taking away your wiie，with an honest intention oi giving

  he了back to you when the pians of that devil incamate were answered，so have you

  broken into my encampment，aiding and abetting，譜they have ca11ed many an

  honester bargain，in destroying my propeIty．（345）

lshmaelは、lnezを誘拐したことは悪かったと反省しているように見える。しかし、彼は、

Middletonの非をあげつらう。彼は、Middletonが1shmaelの砦に侵入し家財道具を破壊

したとMiddletonを責める。そしてlshmaelは、自分もMiddletonも過ちを犯したのでお

あいこだと言うのである。誘拐は家財道具を破壊するよりはるかに重大な犯罪なのだが、

lshmaelは過ちの軽重を考えもせず自分もMiddletonも過ちを犯したという事実だけを強

調する。lshmaelは、復讐法を用いて重大な犯罪行為を隠蔽しようとするのである。

lshmaelに家財道具を破壊したと非難されたMiddletonは、“But what l did，was to libemte

一“ i345）と反論する。彼は、自分の行為が法の認める正当防衛の範囲を逸脱していないと

主張する。Middletonは、法の精神を理解している。そのうえで、彼は、犯した過ちに少

しづつ気付き始めたlshmaeiに次のように忠告する。

  Smother not your good intentions，and remember if you contemplate violence to any

  among us，that the arm oi thaHaw you affect to despise reaches iar，and that though

  its movements are sometimes s1ow，they are not the less certain．（344）

Middletonは、法は現実の問題を解決するには遅いときもあるが必ず現実に追い付くので

法に従うように1shmaelに忠告している。Middietonは、犯罪行為を隠蔽するために法を

用いるべきではなく正義を実現するために用いられるべきであるとlshmaelに勧めている

のである。彼は、法を尊重しているのである。Middlet㎝の民主主義の特徴は、彼の遵法

精神に見られるようにアメリカ合衆国憲法を守ることなのである。

 Middletonを担い手とした民主主義の特徴は、lshmael Bush一家に囚われているlnezを

解放することを通して具体的に示されている。lshmael Bushは、Ellenが命令に従わな

かったことを非難すると同時に彼女を弁護して父に反抗的な態度をとるAsaを威圧する。
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実際、彼は、“stre㎎th of the elephant”（12）を背景に父親の権威をちらつかせて“As．you

ar’a man，as you have ohen boasted；but，remember l am your Father，and your better．”

（90）と言う。彼は、子供たちに父親の権威や命令に絶対的に服従することを求めている。lsh－

mael Bushは、家父長的権威主義の体現者なのである。（14〕lshmael Bush一家は、農耕社

会を象徴的に示しているだけでなく白人男性を中心にした家父長権威主義の支配体制が確

立されている社会をも象徴的に表わしている。Middlet㎝は、lnezを象徴的な意味を与え

られたlshmae1Bush一家から解放しようとするのである。lnezの解放は、lnez個人の解

放を意味しているだけではない。彼女の解放は、象徴的な意味をも与えられている。lneZ

は、“the romerheroes and grandees oi o1d and o川ew Spain”（157）を多く輩出したスペ

インの名門の家柄の娘である。そのうえ彼女は、Middletonを“the humble instmment ot

bringing him into the Hock of the faithful”（ユ60）と述べられているようにカトリックに改宗

させたいと願っている熱心なカトリックの信者なのである。彼女は、スペイン系のカトリッ

クの信者なのである。そのことは、彼女がWASPといわれるアメリカの主流に属してい

ないことを示している。lneZは、人種的・民族的・宗教的・性的な違いから請われ無い

差別を受け権利を奪われ苦しんでいる人々を象徴的に表わしているのである。Middleton

がlshmael Bush一家からlnezを解放することは、白人男性を中心に据えた家父長権威主

義の社会制度のもとで権利を奪われ苦しんでいる人々の権利を回復することなのである。

Middletonは、権利を奪われている人々の権利を回復するために法を適用しようとするの

である。Middletonを担い手とした民主主義は、人種的・民族的・宗教的・性的な理由か

ら権利を奪われ苦しんでいる人々の権利を回復し社会正義の実現を目的としているのであ

る。Midd1etonは、民主主義の裾野をできるだけ広げていこうとしているのである。

 Middletonの民主主義の特徴は、彼のEllenとNa町Bumppoに対する姿勢を通してさ

らに強調されている。Ellenが社会的弱者を象徴する代表として描かれていることは、す

でに述べた。このように描かれたEllenに対してMiddletonは、暖かい配慮を示している。

E11enは、lshmaelがlnezを誘拐したことを謝罪して“l hope you wm forget and iorgive the

wro㎎syou have received from my mc1e一”（173）と言う。E11enの謝罪．を聞くと、Middle－

tonはlneZに次のように言う。

  How is this！。一一did you not say，lnez，that this excellent young woman w砥to

  accompany us，and to live with us，廿。r the remainder of her1iie，or，at least，until she

  found50me more agreeable residence for herseli．（173）

Middletonは、E11enが自立できるまで引き取って面倒を見るというのである。彼は、Ellen

に代表されている社会的弱者の自立を手助けする姿勢を持っているのであ孔Middleton

は、EllenだけでなくNatty Bumppoにも暖かい配慮を示している。Nat蚊Bumppoは、身

寄りの無い老罠師である。彼も社会的弱者なのである。Middletonは、Nat収Bumppoの

世話をしようとする。実際、彼は、Natty Bumppoに“l had not thought of parting．．1．0n the

contraW，l had hoped and believed that you would have accompanied us below，where，l

give you a sacred pledge，nothing sha11be wanting to make your days comfortab1e．”（370）
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と言う。Middletonは、Natty Bumppoが晩年を気持ちよく過ごしてほしいと願っている

のである。E㎜enとNatty Bumppoは、lnezと対比されている。lnezは、WASPというア

メリカの主流に属していない。ineZは、人種的・民族的・宗教的・性的な違いから差別

を受け権利を奪われ苦しんでいる人々を象徴的に表わしていた。lnezと対照的にEllenと

Na町Bumppoは、WASPに属している。しかし彼等は、孤児としての境遇や高齢である

という理由で都市化し世俗化した社会の中では無視されがちなのである。Middletonの

E11enとNat｝Bumppoに対する姿勢は、アメリカ社会の主流に属しているとしても社会

の中で忘れられがちな社会的弱者にも目配りをしていることを示している。Middletonは、

経済的に豊かになった社会の中で経済的な格差を解消できないとしても経済的な格差から

蒙る不利益をできるだけ軽減しようとしている。Middletonを担い手とした民主主義は、

社会的弱者を切り捨てず彼等の幸福のために努力する福祉社会を目指しているのである。

 Middletonを担い手とした民主主義の特徴は、彼の自然に対する姿勢を通してさらに強

調されている。第33章のNat取BumppoとMiddletonの対話に耳を傾けてみる。物語の第

33章は、Nat取BumppoとMidd1etonの別れの場面である。Middletonは、lshmael Bush

一家に誘拐され囚われていた妻の1nezを解放し連れてきた小犬とともにLouisianaに戻ろ

うとする。Nat奴Bumppoは、最晩年を血を分けた小犬と楽しんできたHectorがひとりで

死を迎えなければならない孤独を察知してMidd1etonにお願いをする。Na岬Bumppoは、

Middletonに次のように頼む。

  Here is Hector，a good and faithful pup，that has iong outlived the time oi a dog，and

  like his m譜ter he1ooks more to comfo血now than to any deeds in川nning．But the

  creatw1has his feelings砥well as a christian．He has consoned latteriy with his

  kinsman，there，in such a soれ，as to find great pleasure in his company，and，l will

  acknowledge that it touches my fee－ing a1ittle to part the pair so soon．H you w汕set

  a value on yow hound，I will endeavor to send it to you in the spring，more especially

  shouid them same traps come safe to hand，or if you dislike parting with the animals，

  altogether，I will just ask you ior his loan through the winter－l think I can see my pup

  wm not last beyond that time，for1have judgment in these matte帽，since many is the

  iriend，both hound and red毛kin，that－have seen depart in my day，though the Lord

  h砥not yet seen fit to order his ange1s to somd iorth my name．（373－374）

Na町Bumppoは、死を目前にしたHectorの最晩年が楽しいものであればそれだけ一層小

犬との別れが辛かろうと感じ取るのだ。彼は、人間と同じ言葉を話さないとしても喜怒哀

楽を感じ取る能力を持つHectorが耐えなければならない孤独感を読み取り、孤独から来

る苦痛を軽減し豊かに天寿を全できるように配慮するのである。Nat蚊Bumppoの願を聞

いたMiddletonは、彼のHectorに寄せる思いやりの深さに感動して“take him，take him．．．

Takea11，oranything！”（374）と言って小犬を渡す。Middletonの暖かい配慮によって

Hectorは、死ぬまで孤独を味わわずに過ごすのである。Hectorは、Natty Bumppoの飼い

犬であるだけでなく象徴的な意味も与えられている。Hectorは、人問を除いた神の被造

一157一



大阪女学院短期大学紀要第31号（200ユ）

物全体を象徴的に示す代表なのである。（15）象徴性を与えられているHectorに対する

Midd1etonの姿勢は、動物や植物を含む自然に対する彼の姿勢を表わしている。Hectorに

暖かい配慮を示すMidd1etonは、人間も自然も神の被造物として平等の存在であることを

自覚している。彼は、神の前での平等に基づいた正義を人間に限定するのではなく自然界

にまで拡大しているのである。彼は、自然保護に心を砕くのである。Middletonは、都市

社会の再生には社会の中に存在する経済的格差を軽減し政治的・社会的差別を取り除くだ

けでなく都市社会を取り巻いている自然環境との安定的で健全な関係を維持する必要性を

強く感じているのである。彼は、都市社会の拡大・進展によって消滅の危機に晒されてい

る自然の権利をも認めることで自然の大量破壊と大量消費を防ぎ都市社会と自然環境のバ

ランスを保とうとする。Middletonの民主主義は、都市社会における人間関係だけでなく

人間と自然の共生をも視野にいれた持続可能な発展を目指しているのである。

 Middletonを担い手とした民主主義は、アメリカ合衆国憲法に則りlnezやE11enそして

Na岬Bumppoに具現された社会的弱者の権利を回復し誰もが人間らしく生きていける社

会を作ることを目指している。そればかりか、彼の民主主義は、自然と人間の調和のとれ

た発展をも目指している。このような社会の構築を目指しているMiddietonの民主主義を

支える工一トスは、どのようなものなのであろうか。

 Middletonの民主主義を支える工一トスは、彼の光と闇に対する姿勢に見られる。彼の

光と闇に対する姿勢は、Middletonのミドルネームに示されている。彼のミドルネーム

UnCaSは、肋e〃5f o戸肋e〃Oわ’Coη∫に登場したインディアンに因んで付けられてい乱

肋ε〃5fo舳e〃。〃。㎝∫のUncasは、若く勇敢なMohicans族のインディアンとして描か

れているばかりでない。彼は、象徴的な意味を与えられた人物としても描かれている。

UnCaSは、メシヤとして描かれている。彼のメシヤ性は、死を通して示されている。彼の

死は、悪の呪縛から人間を解放し魂の負った傷を癒し人間性を回復させる象徴的な意味が

与えられている。UnC譜の死は、人々の罪をあがなう腰罪死を象徴的に表わしているので

ある。（16〕Middletonは、メシヤUncasの名前が付けられている。彼は、Uncasをメシヤと

信じる信仰に支えられているのである。このようなMiddletonは、光の中に神の臨在を読

み取ることができるのである。光に対するMiddletonの姿勢は、第10章の野牛の肉を食べ

る場面を通してさらに強調されている。Paulは、Middletonに“．．．if your stomach h砥an

empty comer，and you know how to relish a genuine dew drop when it falls into your veW

mouth，there iies the exact mo鵬el to put into it．丁剛t，stra㎎er．”（109）と言って肉を食べる

ことを勧める。Midd1etonは、“1wi11．．．gladly profit by your invitation；ior l have l㏄ted

since the rising of yesterday’s sun，and I know too weH the merits of bison’s hump，to

reject the iood．”（109）と招きに応じる。彼は、肉を一目見ただけで肉の種類と部位を言い

当てる。そのうえ彼は、Natty BumppoやPau1と違って“Bulfaloe”（76）と言う通俗的な言

い方をしないで博物学者Obedの勧める“Bison”（77）と言う正式な名称を用いている。

Middletonは、一目見ただけで対象の本質を直観的に把握できる鋭い洞察力と正確に表わ

す表現力を備えている。このようなMiddietonは、肉を食することに込められている象徴

一158一



肴倉：都市社会の改革者としてのDuncan Uncas Middleton

的な意味を理解できるのである。彼は、肉を食べることを野牛の皮の背後に隠れて死を克

服した復活のメシヤHard－Heaれの恵に写ることと認識するのである。（17〕肉を食すること

の象徴的な意味を認識できるMiddletonは、光の象徴性を理解できるのである。Middleton

の民主主義を支える工一トスは、メシヤUncasとHard－He舳の死と復活を信じる信仰に

示された福音主義的キリスト教信仰なのである。

 Middletonの民主主義を支える工一トスは、Natty Bumppoに示された工一トスを継承

しているのである。Middletonは、Nat収Bumppo本人を目の前にしているとは知らずに

祖父Duncan Heywardから聞かされていたNa町Bumppoに関する話を次のように語乱

  The man，l speak of，was of great simplici蚊。l mind，but oi sterling worth．Un1ike most

  of those who live a border life，he united the better，instead of the wo鵬t qualities oi

  the two people．He was a man，endowed with the choicest and perhaps rarest giit of

  nature，that oi distinguishing，good irom evil，his vi血ues were those of simplicily，

  because such were the fmits oi his habits，as were，indeed，his vely prejudices．In

  courage，he was the equa1of his red associates，in warlike skm，being better

  instructed，their superior ln shoれ，he was a noble shoo〕rom the stock of human

  nature，which never could attain its proper elevation and importance，for no other

  reason，than because it grew in the forest＝such，old hunter，were the veW words of

  my grandiather，when speaking oi the man，you imagine so worthless．”（114）

Middletonは、祖父Duncan HeywardがNatty Bumppoを倫理的な善・悪を識別できる類

まれな洞察力を持ち合わせている人物として高く評価し尊敬していたと述べている。祖父

が尊敬していた証拠にMiddletonは、“there are already three，amo㎎us，who have also

names derived from that scout．”（115）と言う。Middletonの一族の中にNatty Bumppoの名

前をつけられているものがいるのである。死んだものと長い間思っていたNattyBumppo

が生きていて目の前にいるだけでなくMiddletonの祖父を助けた本人であると告白するの

を聞いたMiddletonは、直ちに“ldonothesitatetobelieve，ion1ymarvelthatitshouldbe

so．” i116）という。彼は、Natty Bumppoを倫理的善・悪を識別できる洞察力を与えられて

いる人として尊敬し彼の言うことを信じるのである。Midd1etonは、Nat｝Bumppoに与

えられている象徴性を理解できるのである。彼は、Na岬BumppoをメシヤUncasと

Hard－Heaれの死と復活について語る伝道者にして聖餐式の執行者として理解する。（18）

Middletonは、Natty Bumppoと同じ信仰に支えられているのである。彼は、Chingachgook

とUnC砥の係わりに描かれた愛する独り子を犠牲にしてまで人間を忌より救い出たそう

とする神の愛、Hard－Heaれの復活にみられる死からでさえ生を造り出す神の豊かな創造力

そして終末の接近を信じている。そして彼は、荒野であった人々と暖かい交わりを持ち老

犬のHectorに対しても暖かい配慮を示すのである。彼は、神や人間そして自然との交わ

りを深める宗教的な人間なのである。Middlet㎝を担い手とした民主主義は、社会の発展

段階の初期にNatly Bumppoを通して示された工一トスを世俗化した都市社会に新しく適

用しようとしているのである。
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 Middletonの民主主義を支える工一トスは、」e肘e鵬。nの民主主義を支える工一トスと対

比されている。Middletonは、Jefie帽。n大統領に砲兵大尉に任命されている。Midd1eton

を砲兵大尉に任命した』eHe鵬。nは、理神論者であったといわれている。理神論は、合理

主義を背景にして生まれ啓示宗教としてのキリスト教信仰に対して批判的であったといわ

れている。ところがMiddletonは、メシヤUncasとHard－Heahの死と復活に神の啓示を

読み取っているのである。彼を支える信仰は、合理主義的・博愛主義的キリスト教信仰を

脱脚し福音主義のキリスト教信仰に立脚している。Middletonの民主主義は、福音主義に

立脚した彼のキリスト教信仰を社会的に実践する行為なのである。Middletonは、民主主

義とキリスト教を結び付けて都市社会を再生する手段としているのである。

 批評家たちは、こ札まで肋舳地をアメリカ史のwestward expansionの一コマ活写

した物語と解釈してき’ ｽ。たとえば、He岬Nash Smithは、Nat｝Bumppoについて“．．．the

character of Leathe耐。cking is by far the most impo血ant symbol of the nationa1

expe㎡ence of adventure across the continent．”と述べている。（19）彼は、肋e〃口切eをフロ

ンティア小説の典型とみている。しかし肋ε肋地は、急激な都市化と世俗化が起きた

都市社会を物語の舞台としている。Cooperが描く都市社会は、一方では自然環境を犠牲

にし経済的な発展を遂げ消費文化が浸透している華やかな社会である。しかし都市社会は、

他方でキリスト教信仰への関心が薄れその結果犯罪が起き人間関係が希薄になっている暗

い社会でもある。Duncan Uncas Middletonは、暗く殺伐とした都市社会を再生させる任

務を帯びて登場する。彼は、都市社会を再生させるため民主主義を手段として用いるので

ある。彼の民主主義を支える工一トスは、キリスト教信仰である。こうしてMiddietonは、

都市社会を再生しようとするのである。こうしてみるとCooperの肋e片。初eは、フロン

ティア小説の典型ではなく都市社会の抱える問題を真正面から取り上げた小説と解釈され

るべきであろう。

 Cooperは、肋ε肋加eを二つの時間の枠組みで構成している。一つは、キリスト教の

救済史の枠組みである。肋e肋地では救済史の枠組みの中でもメシヤHard－Heanの復

活から終末に至る過程が強調されている。（20）この救済史の枠組みの中にCooperは、もう

一つの時間の枠組みを埋め込んでいる。それは、アメリカ史の枠組みである。Natty

Bumppoの登場から0bed Battiusの登場までは、社会進化の過程を通して示されたアメ

リカの歴史である。救済史の枠組みの中で捉え直したアメリカの歴史は、急激な都市化と

世俗化によって犯罪が起きたり人間関係が希薄になっている殺風景な社会を出現させる歴

史なのである。急激な都市化と世俗化の結果としてアメリカ社会は、危機に直面している

のである。救済史とアメリカ史の交じり合う社会状況に登場するするのが、Duncan Uncas

Middletonである。彼は、民主主義とキリスト教を通して神と人に仕えるだけでなく都市

社会を再生させる使命を帯びているのである。彼は、都市社会の改革者なのである。

CooperがDuncan Uncas Middletonを描いたのは、都市社会の再生こそがアメリカの解決

を迫られている緊急の課題であることを示したかったからであろう。
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